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「リーマンショック以降の安値に戻った銘柄を探す」

今回の新型コロナウイルス暴落は、リーマンショック時と比較されることが多いようで
す。わたしも同じように比較しています。

では、リーマンショック以降の安値まで株価が下がっている銘柄はどんなものがあるの
でしょうか？

そして、その中から割安で今すぐとはいいませんが、これから中長期的に保有してみた
いものを探してみます。

■日経平均 月足チャート

リーマンショック時の安値は、２００８年１０月の６９９５円です。

そこから直近、２０２０年４月までの日柄は、１３８ヶ月となります。

指標 「５４．株価位置」を使い日経平均の位置を調べてみます。

下記のように入力し、「ＯＫ」をクリックします。

※リーマンショック以降の安値が０、高値を１００とし、直近が何ポイントかを
調べます。
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直近は、６２ポイントとなっており、リーマンショック時の安値からは、まだまだ高い
位置にあります。

しかし個別銘柄の中には、リーマンショック以降の安値まで株価が下がってしまってい
るものも多々あります。

まずは、その銘柄をスクリーニングしてみましょう。

「ＪＰ法株価分析システム」のメインメニューから「絞り込み検索」を使います。

６１．「検索対象銘柄選択」で「信用銘柄」を選択します。
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６．「株価指定」を使い２００８年１０月に上場していた銘柄を選びます。

ここが重要。検索は月足で、２００８年１０月とします。

※これをしないと当時、上場していない銘柄も合格してしまいます。
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１２．「株価位置」を使い直近がリーマンショック以降の安値とほぼ同じ株価となって
いる銘柄を選びます。

その状態は１％以内とします。

直近から１３８ヶ月さかのぼります。

検索は月足で、直近を指定します。

検索が終わったら、８０．「検索結果」を見てみましょう。
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６６銘柄合格してきました。これらが、リーマンショック以降の安値水準まで来ている
銘柄となります。

次にこれらの銘柄の内、仕掛けてみたい銘柄を残したいと思います。

割安株を残します。相場がこのように崩れてしまうと、ＰＢＲやＰＥＲといった指標は
意味をなさないという意見もありますが、既にリーマンショック以降の安値水準近くま
で下がっており、それならいいのではないかと考えました。

８２．「ＰＢＲ」 １倍以下とします。

検索は日足で、直近です。４月３日としました。
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５１．「ＰＥＲ」 １０倍以下とします。

検索は日足で、直近です。４月３日としました。

これで検索は全てお終いです。

８０．「検索結果」

１６銘柄残りました。

この中から、月足のチャートを見て、ゆるやかに下がりつつづけているものはパス

また、直近が安値となり下抜けている銘柄はパス

新型コロナウイルスの感染拡大で下落したものを残します。
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ここからは、選び方に主観が入ってしまうと思いますが、わたしは下記の銘柄を残しま
した。

６６３２ ＪＶＣケンウッド

７０１１ 三菱重工業

新型コロナウイルスの感染拡大で一気に下落し、過去何回も到達している安値近辺まで
届いていますから、よさそうに思えます。

下抜けるかもしれないが
株価が安いので



- 8 -

８９０３ サンウッド

その他に、今回の検索には引っかかってきませんでしたが、７２０１日産自動車
倒産しないことに賭け、３００円割れからは、５０円下がる度にナンピン買い。

４月３日では、上記の銘柄ですが、これから毎日検索をしていくと違った銘柄も出てく
る事でしょう。下がると合格してきます。

ＪＰ２０００ソフトユーザー様は、月足ではなく、週足で検索されて下さい。

全ての銘柄に言える事かもしれませんが、コロナ問題が片付けば、保ち合いから上に向
かうと思います。リーマンショック時と日柄が同じとすると、７月後半から上といった
ところ。
ここから、すぐに上昇するとは思いませんが、今年はリーマンショック以来のチャンス
が到来していると考えます。

下記のチャートでは見にくいが
拡大すると今回のコロナショッ
ク前上昇。以降下落基調へ。
グレードの高いマンション分譲
なのでコロナ問題が解決すれ
ば、中長期では上かと。

過去の安値近辺まで来ている


